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(54)【発明の名称】 内視鏡の配管構造

(57)【要約】        （修正有）
【課題】内視鏡の操作性など諸機能に影響を及ぼすこと
なく、内視鏡内の配管が光学繊維束等を圧迫しないよう
にすることができ耐久性を向上させることができる内視
鏡の配管構造を提供すること。
【解決手段】内視鏡の内部に配置された配管１０，１２
を途中で分割、接続して、その接続部において軸線方向
に伸縮自在とした。なお、接続部において、一方の配管
が他方の配管に対して、軸線方向に移動自在に差し込ま
れて、その差し込み部にシール部材が装着されていても
よい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の内部に配置された配管を途中で分
割、接続して、その接続部において軸線方向に伸縮自在
としたことを特徴とする内視鏡の配管構造。
【請求項２】上記接続部において、一方の配管が他方の
配管に対して軸線方向に移動自在に差し込まれて、その
差し込み部にシール部材が装着されている請求項１記載
の内視鏡の配管構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の配管構造
に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の挿入部は一般に、遠隔操作によ
って屈曲する湾曲部が可撓管部の先端に連結され、可撓
性チューブからなる処置具挿通チャンネル（兼吸引管）
が、湾曲部の先端付近と可撓管部の基端付近に両端を固
定されて、可撓管部内から湾曲部内にわたって挿通配置
された構成をとっている。
【０００３】しかし、湾曲部を繰り返し屈曲させると、
処置具挿通チャンネルと並んで挿通配置されている光学
繊維束等の内蔵物が、湾曲部内において処置具挿通チャ
ンネルにより圧迫されて折損する現象が発生する。
【０００４】これは古くから知られている現象であり、
その対策として、例えば特公昭４９－２６６７４号ない
し２６６７６号公報には、処置具挿通チャンネルを湾曲
操作に連動して軸線方向に移動させることにより光学繊
維束の折損を防止するようにした技術が記載されてい
る。
【０００５】しかし、処置具挿通チャンネルは内視鏡の
内蔵物のなかで最も太くて硬い配管であり、それを湾曲
操作と連動して移動させるようにすると、湾曲操作が非
常に重くなって操作性が著しく悪くなってしまう。
【０００６】そこで、従来は一般に、処置具挿通チャン
ネルの両端を固定すると共に、処置具挿通チャンネルの
配列位置を湾曲部内で規制して光学繊維束と干渉しない
ようにしたり、湾曲部内において光学繊維束に各種の補
強被覆を施す等の対策を講じていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかし、処置具挿通チ
ャンネルの配列位置を湾曲部内で規制したり補強被覆を
施すと、処置具挿通チャンネルが湾曲部の屈曲動作に対
して大きな抵抗となって湾曲操作が重くなったり、処置
具挿通チャンネルが配列固定部で折損し易い欠点があ
る。
【０００８】また、処置具挿通チャンネル以外の送気送
水チューブ等のような内視鏡内配管も、単に両端を固定
した状態に配置されているため、光学繊維束を圧迫する
等の不都合がある。
【０００９】そこで本発明は、内視鏡の操作性など諸機
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能に影響を及ぼすことなく、内視鏡内の配管が光学繊維
束等を圧迫しないようにすることができる内視鏡の配管
構造を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の配管構造は、内視鏡の内部に配置
された配管を途中で分割、接続して、その接続部におい
て軸線方向に伸縮自在としたものである。
【００１１】なお、接続部において、一方の配管が他方
の配管に対して軸線方向に移動自在に差し込まれて、そ
の差し込み部にシール部材が装着されていてもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡を示しており、可撓管によって
外装された可撓管部１の先端に、遠隔操作によって屈曲
する湾曲部２が連結されている。湾曲部２は公知の構成
であり、例えば複数の節輪をリベットで回転自在に連結
して構成されている。
【００１３】湾曲部２の先端には、図示されていない対
物光学系等を内蔵する先端部本体３が連結固定されてお
り、可撓管部１、湾曲部２及び先端部本体３によって挿
入部が構成されている。そして、可撓管部１の基端に連
結された操作部４に、湾曲部２を屈曲操作するための湾
曲操作ノブ５が配置されている。
【００１４】可撓管部１内から湾曲部２内の全長にわた
って、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブからなる処
置具挿通チャンネル１０が挿通配置されており、その内
部には図示されていない処置具類が挿脱される。なお、
処置具挿通チャンネル１０と並んで光学繊維束等が挿通
配置されているが、その図示は省略されている。
【００１５】処置具挿通チャンネル１０に処置具を挿入
するための処置具挿入口１１は、操作部４の下端部付近
から斜め上方に向けて突設されている。そして、処置具
挿入口１１に直接連通して操作部４に対して固定された
状態にある処置具挿入部管１２に、処置具挿通チャンネ
ル１０の基端が軸線方向に進退自在に接続されている。
操作部４の下端部付近に配置されたその接続部Ａには、
液漏れ等が発生しないように、シール用のＯリング１５
が装着されている。
【００１６】処置具挿通チャンネル１０に挿通された処
置具の先端が突出する処置具突出口１３は先端部本体３
に形成されており、処置具挿通チャンネル１０の先端
が、処置具突出口１３に直接連通するように先端部本体
３に固定されている。
【００１７】操作部４には、送気送水操作を行うための
送気送水操作弁２０が配置されており、可撓管部１内か
ら湾曲部２内の全長にわたって挿通配置された送気送水
チューブ２１の基端が、送気送水操作弁２０から突出し
た送出管２２に対して、軸線方向に進退自在に接続され
ている。
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【００１８】その接続部Ｂにも、シール用のＯリング２
３が装着されている。２５は、送気送水操作弁２０に空
気及び水を供給するように光源装置との連結管６内に挿
通配置された給気給水管である。
【００１９】図２は、処置具挿通チャンネル１０の基端
接続部Ａを示しており、ステンレス鋼パイプ製の処置具
挿入部管１２の端部近傍に、処置具挿通チャンネル１０
の基端が軸線方向に自由に移動できる状態に被嵌されて
いる。
【００２０】即ち、処置具が挿脱される管路の配管１
０，１２が途中で分割、接続されて、その接続部Ａにお
いて軸線方向に伸縮自在にされたのと同じ構成になって
いる。そして、処置具挿通チャンネル１０の端部近傍の
内周部に装着されたＯリング１５が、処置具挿通チャン
ネル１０と処置具挿入部管１２との嵌合面に密着してそ
の部分をシールしている。
【００２１】このように構成することにより、湾曲部２
が屈曲操作されたり可撓管部１が曲げられた状態になっ
て、処置具挿通チャンネル１０に引っ張り力や突っ張り
力が加わったとき、処置具挿通チャンネル１０の基端が
軸線方向に自由に移動するので、処置具挿通チャンネル
１０がそれに並んで配置された光学繊維束等を圧迫しな
い。
【００２２】なお、処置具挿通チャンネル１０の接続部
Ａの構成は図２に示される実施例に限定されるものでな
く、例えば図３に示されるように、処置具挿入部管１２
に四フッ化エチレン樹脂チューブ等のような可撓性チュ
ーブを用いて、その端部内に処置具挿通チャンネル１０
の端部を軸線方向に移動自在に嵌挿してもよい。１５
は、シール用のＯリングである。
【００２３】また、図４に示されるように、金属パイプ
製の処置具挿入部管１２内に処置具挿通チャンネル１０
の端部を軸線方向に移動自在に嵌挿し、両部材１０，１
２の外面にまたがって被覆チューブ１６を被覆してもよ
い。被覆チューブ１６と両部材１０，１２の表面との間
にはシール用のＯリング１５が挟着されている。
【００２４】この場合、被覆チューブ１６として熱収縮
チューブを用いて、処置具挿通チャンネル１０がその内
側を軸線方向に滑るように配置してもよく、被覆チュー
ブ１６として弾力性に富むゴムチューブ等を用いてもよ
い。
【００２５】図５及び図６は、送気送水チューブ２１の
接続部Ｂの第１と第２の実施例を示しており、送気送水
操作弁２０から突設されたステンレス鋼パイプ製の送出
管２２の端部に、可撓性チューブからなる送気送水チュ
ーブ２１の端部が軸線方向に移動自在に被せられてい
る。
【００２６】このようにして、送気送水のための配管２
１，２２が途中で分割、接続されて、その接続部Ｂにお*
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*いて軸線方向に伸縮自在にされたのと同じ構成になって
いる。そして、送気送水チューブ２１と送出管２２との
間にシール用のＯリング２３が挟着されている。
【００２７】このように構成することにより、送気送水
チューブ２１に引っ張り力や突っ張り力が加わったと
き、送気送水チューブ２１の端部が送出管２２に沿って
自由に移動するので、送気送水チューブ２１が光学繊維
束等を圧迫しない。
【００２８】本発明のこのような構成は、送気送水チュ
ーブ２１の他端側が送気送水操作弁２０の近傍において
送出管２２と異なる向きに接続されるような構成の場合
にも、送気送水チューブ２１の移動の自由性が大きくな
って接続の無理がなくなるメリットがある。
【００２９】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、本発明の構成を給気給水管の接続部その他
の部分の接続部に適用してもよく、また、接続対象の管
の材質は可撓性チューブに限らず金属製パイプその他ど
のような管であってもよい。
【００３０】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡の内部に配置さ
れた配管を途中で分割、接続して、その接続部において
軸線方向に伸縮自在としたことにより、内視鏡の操作性
等の諸機能に影響を及ぼすことなく、内視鏡内の配管が
光学繊維束等を圧迫しないようにして、内視鏡の耐久性
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の側面図であ
る。
【図２】本発明の処置具挿通管路の接続部の第１の実施
例の断面図である。
【図３】本発明の処置具挿通管路の接続部の第２の実施
例の断面図である。
【図４】本発明の処置具挿通管路の接続部の第３の実施
例の断面図である。
【図５】本発明の送気送水管路の接続部の第１の実施例
の断面図である。
【図６】本発明の送気送水管路の接続部の第２の実施例
の断面図である。
【符号の説明】
１  可撓管部
２  湾曲部
４  操作部
１０  処置具挿通チャンネル
１２  処置具挿入部管
１５  Ｏリング
２１  送気送水チューブ
２２  送出管
２３  Ｏリング
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